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　著者の長野広之先生は，現在，日本病院
総合診療医学会若手医師部会副代表，日本
プライマリ・ケア連合学会若手医師部門病
院総合医チーム2代目代表を務められていま
す．キャリアとしては上田剛士先生のい
らっしゃる洛和会丸太町病院で研鑽を積ま
れた後，現在は在宅臨床をしつつ京大大学
院医療経済学分野の博士課程で研究に邁進
され，SNSでも積極的に情報を発信されてい
るという，臨床も教育も研究もすべてでき
る，まさにこれからの総合診療医を牽引さ
れる先生です．こうしたバックグラウンド
から生み出される，アウトプット特集，腎
盂腎炎特集，在宅医療×病院特集と，現場
最前線で臨床に取り組む医師の琴線に触れ
る雑誌特集企画を連発されている長野先生
の著書が面白くないわけがない，というこ
とで読ませていただきました．
　本書は医学書院の総合臨床誌『medicina』
で好評を博した鑑別診断の連載企画が基に
なっており，一言で言うと，「即日で鑑別診
断能力の数も質も向上する」，そんな構成に
思えました．さまざまな診断カンファレン
スで無双の強さを示す長野先生が，その経
験から導き出された「数多ある情報から診断
につながる特異的な情報をピックアップす

る」という視点で執筆された，日常診療で役
立つ内容になっています．
　例えば「CRP上昇に乏しい発熱」「遅発性
アナフィラキシー」「リンパ節腫脹，腫瘤が
目立たない悪性リンパ腫」「治らない肺炎」
「原因不明の脳梗塞」……このキーワードだ
けでワクワクしませんか？　どれも内科診
療をすれば必ず出合い，そして症例によっ
ては辛酸を舐めた方もいると思います．本
書で挙げられている鑑別診断リストは，教
科書には載っていないけれども実用的であ
り，非常に魅力的な内容になっています．
　本書の特徴は魅力的な鑑別診断リストだ
けではありません．わかりやすい病態ベー
スの説明，豊富な参考文献，使いやすい索
引，鑑別診断リストを PDFで閲覧できる
Web付録もあり，書籍の内容を理解しやす
い・使いやすいユーザー視点の仕様が盛り
だくさんです．一周読むだけでも学びにな
り，二周読めばさらに学びが深まります．
主だった症候の鑑別がわかってきたぐらい
のフェーズの若手にも，若手を教育する立
場の指導医にも，珠玉のパールがちりばめ
られた総論ともあわせてジェネラリスト必
携の一冊です．
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